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1 ．はじめに
　『人工内耳1）』という言葉を筆者が初めて聞いたのは，2006年9月における言調聴覚論2）研究
会の月例会であった。そこでは，研究会のメンバーである言語聴覚士が次のような報告をした。
近年，補聴器の装用効果が期待できない重度難聴の幼児，児童に対して人工内耳の埋め込み手術
を行い，聴覚を活用することが可能になってきている。その数は年々増加しているが，その一方，
日本では手術後の言語訓練体制が十分整備されておらず，人工内耳という最新の医療器具が最大
限に活かされていない。
　この報告に対し，1人の英語教員からそうした人工内耳装用児に言調聴覚論に基づいて英語を
教えてはどうかという提案がなされた。日本語と異なる言語体系を持つ英語が，活用されていな
い聴覚の潜在能力を活性化し，言語に対する感性を刺激するのではないかという仮説が，そこに
1）　人工内耳（Cochlear Implant）は，通常の補聴器を使用しても話し言葉を理解できない最重度内耳性感音
難聴者（聾者）に音を提供するために作られた，ハイテク医療器具である。体内に入る部分（外科手術に
よって埋め込まれるもの）と，体外にあって装着される部分から構成される。（『人工内耳をどう考えるか』
の4ページ「人工内耳の定義」より）
2）　言調聴覚論（VTS）とは，Verbo-Tonal Systemの略で，1950年代にクロアチア・ザグレブ大学のペタル・
グベリナ教授によって提唱された言語理論で，言語の聞き取りや再生に必要な役割を果たすリズム・イン
トネーションを重視するものである。「聴覚障害児（者）の発音指導」と「外国語教育」の2つの分野で応
用されている。
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はあった。
　この仮説に従って，同英語教員は翌年4月から1年間，人工内耳装用児への英語指導を行っ
た。筆者は，この場に同席し，指導のサポートを行った。そして筆者らは，この取り組みに対
する確かな手応えを感じ取った。そこで，筆者らは，英語指導を行う研究プロジェクトを翌年
2008年4月に発足。希望を募ったところ3名の人工内耳装用児が同プロジェクトに参加すること
になった。
　小論は，同プロジェクトの中で，特に筆者が担当したセクションに焦点をあて，まとめたもの
である。このプロジェクトは人工内耳活用・英語教育のいずれにおいても全く新しい試みと言え
る。よってその研究プロセスは，まだ発展途上にある。しかし，そのような発展途上のプロセス
を敢えて発表することでより多くの方々の知見を頂きたく，ここにまとめることとする。
2 ．人工内耳への期待と課題
　人工内耳は，1978年にオーストラリアで初めて完全聾の成人中途失聴者にプロトタイプのも
のが埋め込まれ，日本では1985年に人工内耳が臨床応用された。その後1991年に，人工内耳手
術は高度先進医療として承認され，1994年からは健康保険が適用されるようになっている。そ
のため先天性難聴の乳幼児に対する手術が増えた。城間（2010）によれば，2010年までに約6,000
人が手術を受け，その中の約4割が小児期に手術を受けている。
　言語獲得において乳幼児期の聴覚経験は非常に大きな役割を果たすことから，先天性難聴の幼
児・児童への人工内耳に対する期待が大きい。その一方で，日本における術後の言語訓練は，ク
ロアチアなどで行われているものとは量的にも質的にも異なっており3），幼児期に手術を行った
にも関わらず聴覚を最大限に活用できていないという現状がある。また，病院・療育・教育・行
政など関連機関相互の連携と支援体制においての課題も増えてきている4）。そして今，それらの
早期見直しと迅速な対応が求められている。
3 ．研究プロジェクトの概要
　2008年4月より英語学習を希望する3名の人工内耳装用児（当時，小学校6年生）を対象に名
古屋学院大学白鳥キャンパスにて月2回，1回90分間の英語レッスンを開始した。そして，夏休
みには4日間の連続集中レッスンを行った。また，大学でのレッスンと平行して同年11月からは
3）　筆者は，2008年9月にクロアチアのザグレブにあるスヴァグセンター（聴覚言語障害児の学校と医療機
関からなる教育センター）を訪問し，実際に訓練を見学した。幼稚園から中学まで個別と集団の訓練が行
われ，毎日教育的で聴覚的な刺激を受けている。
4）　全国早期支援研究協議会編『わが子と人工内耳―装用した子・してない子，全国保護者アンケート270人
の回答から』pp. 48―49
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Skype5）を導入し，自宅から個別遠隔レッスン（30分）を開始した。
　2年目の2009年度は，装用児たちが中学部に進学し予想以上に通学，勉強，部活等で忙しくな
り，大学でのレッスンはサマーレッスン3回を含む全6回と激減したが，Skypeを使用した遠隔
授業はコンスタントに1年間継続して行うことができた。
　そして，2010年度はオーストラリア・シドニーでのホームステイに向けた準備を夏まで行い，
8月5日から15日まで2名の人工内耳装用児（以下，HさんとTさんとする）が，筆者と共に渡
豪し，オーストラリアの人工内耳装用児（以下，Cさんと記す）宅で10日間のホームステイを
体験した。また，同年12月にはCさんが来日し，夏に渡豪した2名の装用児宅に交代でホームス
テイし，日豪の交換交流が実現した。そして，2011年1月の報告会を経てこのプロジェクトは終
了を迎えた。
4 ．研究プロジェクトの課題とリサーチクエスチョン
　表1及び表2は，それぞれ「研究プロジェクトの特色と目標」と研究プロジェクトにおける
「レッスン内容と特色及び課題」である。研究プロジェクトは，表1に示したような目標を持っ
ていたが，レッスンを進行して行く過程で，表2のようないくつかの課題が明らかになってき
5）　Skype（スカイプ）は，インターネット電話の無料ソフトウェアで，お互いの顔を見ながら通話ができる
ため，フラッシュカードを見せながらの授業や手の動きを伴った発話練習なども可能である。
6）　身体運動（body movement）とは，外国語学習者及び聴覚障害児（者）に用いられるVT法（言調聴覚法）
の一手段。リズム・イントネーションといったプロソディー要素を重視し，話しことばの正しい習得や発
音矯正に役立てるものである。
7）　ダヨンとは，OTOKINOKO Inc. から2007年に発売された体感振動装置である。
8）　iPod touchは，Apple社が販売している音声・映像再生装置である。
図1　研究プロジェクト概要図
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た。
　特に，筆者が担当したHさんに関しては，以下のような特徴が見られた。例えば，「表2課題―
④」に関しては，Hさんが，身体運動によって一時的に正確な発音ができたとしても，それを自
分で聞いてフィードバックする能力が特に英語において未発達であったため，言葉が身体化され
るまでには「表2課題―①」すなわち，時間がかかってしまった。また，Tさんが海外旅行の経験
があったことに対して，Hさんにはそれがなかったためか，「表2―②」に示したように，オース
トラリアの人工内耳装用児との交流を現実的なものとして受け止めることができない様子であっ
た。これらは，表1に示した目標の達成に対する障壁となった。また人工内耳装用児たちの世界
は，筆者らにとっても新しい世界であり，その世界をもっとよく理解しなければ，そもそも人工
内耳装用児たちにどのような変化・成長が起こっているのかも把握できなかった。
　このため，レッスンをスムーズに進めるには，毎回さまざまな工夫が必要であった。そうした
工夫と分析のための定量的なデータの確保を両立させることは，容易ではなかったのである。こ
れに対し，筆者らは，レッスン後のディスカッションにおいて，そうした困難な状況を打開する
ための議論を重ねた。その中で，筆者が提案したのが，毎回のレッスンに付き添ってきていた人
工内耳装用児の母親たちに観察記録をお願いするアイデアであった。レッスン中の人工内耳装用
児たちの様子さえもきちんと把握できていないことに焦りを感じていた最中で，人工内耳装用児
たちをよく知る母親たちの客観的な視点が，何かの役に立つかもしれないという「ひらめき」で
あった。
　しかし，この「ひらめき」は，結果的に本研究プロジェクトの推進に大きな役割を果たすこと
になった。特に，筆者の担当したHさんの母親が提出したレポートは，極めて詳細かつ的確なも
のであった。そこには，上述した課題の解決の糸口となるような記述も多く，筆者らにとって，
指導の方向性を考える上での貴重な指針となった。そこで筆者は，研究プロジェクトの推進をサ
ポートしたこの観察記録を分析の対象とした研究構想を巡らせた。
　つまり，日記を分析することで，研究プロジェクトに別角度から光をあてることができないか
表1　研究プロジェクトの特色と目標
特色 目標
①　身体運動 6），音声情報，視覚情報，触振動
覚を取り入れたコミュニケーションのため
の英語を指導すること
②　オーストラリアの人工内耳装用児と英語で
交流を試み，英語を学ぶとともに日本の人
工内耳装用児が日本語を教える機会を設け
ること
③　授業内容をデータベース化し，学習過程と
成長過程を人工内耳装用児の保護者が客観
的に観察，評価できるようにすること
A．身体運動と体感音響振動は英語のリズム・イ
ントネーションを効率よく学び，英語と日本
語の言語訓練の基礎となるようにすること
B．実在する人物と交流することにより，楽しさ
と知的刺激が英語に対する学習意欲を増幅さ
せる。また同様の境遇にあるオーストラリア
の人工内耳装用児と英語と日本語で意思疎通
したいという強い動機を育成すること
C．ダヨン 7）と iPod touch8）を活用し，自宅での
自学自習を促進すること
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図2　ダヨン（OTOKINOKOウェブサイト
より転載）
表2　レッスン内容と特色及び課題
レッスン内容 レッスンの特色
・『サイレント・ウェイ9）』を活用した色，数な
どの基礎的な単語の導入
・日常生活で使えるやさしい表現を集めた英語
カード 10）での会話応答練習
・単語学習フラッシュカード（動作，食べ物，
時間など）11）を使用した語彙を増やすための
学習
・ホームステイの準備となる自己紹介，依頼な
どの英語表現の学習
・身体運動を取り入れた発音指導
・ダヨンによる振動情報を取り入れた発音指導 12）
・英語の歌を覚え，様々な音楽楽しむ機会の提供
・楽器に触れる機会の提供
・ネイティブ教員による本物の英語に触れる機会
の提供
・オーストラリアの人工内耳装用児とコミュニ
ケーションするためのEメールとSkypeの導入
浮かび上がってきた課題
①　数字，色の定着に時間がかかった
②　オーストラリアの人工内耳装用児との交流を現実的なものとして受け止めていなかった
③　人工内耳装用児たちに関する情報が不足していた
④　身体運動は，即効性はあったが，身体化されるまで継続することが困難であった
⑤　ダヨンに興味を示したものの，振動情報を十分に活用できなかった
⑥　レッスン時間以外に反省会の時間が確保できず，振り返りが十分できないままレッスンが進ん
でしまった
⑦　授業内容撮影後のデータ処理に手間取ってしまった
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と探求したのである。やがて，Hさんにとっての「英語を学ぶ意味」は，定量的なデータだけで
は推し量れない固有の意義を持つのではないかと考えるに至った。そして，その固有の意義を明
らかにすることが，研究プロジェクトにおいて収集している数々の定量的データの分析にも，重
要な意味を与えるのではないかと考察するようになったのである。
　現段階では，上述したような理由から英語の教え方やレッスン内容に統一性が持たせられな
かったため，一定の条件下での音声データ収集はできていない。そのため，取りまとめたデータ
をどのように分析すれば，Hさんの変化と成長を推し量ることができるのかは，未知数の課題と
なっている。そうした中で，筆者が着目するのは，Hさんの母親が記した観察日記である。そこ
には，英語という新しい言語との出会いを通して，Hさんに表れた「劇的ではない小さな変化」
が詳細に記されている。それは，すなわち気持ちや行動面に表れる小さな変化ではあるが，Hさ
んにとっての大きな成長を表す変化であり，固有の意義がある。そして，その記述からは，そう
したHさんの変化の成長を発見して行くと同時に変化・成長する母親自身の姿をも読み取ること
が可能である。つまり，記録者であった母親も記録を綴りながら自らの気持ちを正直に記述して
おり，その記述には，Hさんの可能性を肯定する意識が変化・成長していく過程が読み取れ，H
さんの英語学習発達を支援するという意味合いにおいても非常に興味深いものとなっている。
　以上のような観点から，本研究では，Hさんの母親による観察記録をデータ分析の対象とし，
約3年間の英語学習がHさんにどのような影響をもたらしたのか，またそれはHさんと母親に
とってどのような意味を持つものであったのか，明らかにしてみたい。また，それらの考察を通
してHさんの英語学習の過程に重要な存在であった母親の変化にも注目してみたい。
5 ．方法
5.1　データ
　データ分析の対象となるのは，Hさんの母親による観察記録であるが，その内容はHさんに関
することであるため以下に簡単なプロフィールを載せる。
Hさんのプロフィール
・聾学校中学部2年生の女子生徒（現在）
・健聴の両親と3人暮らし
9）　Silent wayとは，発話を色で表したカラー・コーディッド・チャートやロッドと呼ばれる長さや色が異な
る棒などの教材を使用する独特の教授法で，ガッテーニョ（Gattegno, Calb 1911～1988）によって開発さ
れた。教師は不必要な発話や干渉を行わず，学習者が自ら気づき学んでいく能力に働きかけることを特徴
としている。
10）　くもん出版の英語カードたのしい会話編
11）　Trend Enterprises, Inc.出版
12）　振動情報を取り入れた人工内耳装用児への発音指導の効果に関しては，田中他（2002）を参照
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・1歳時に高度難聴（120dBスケールアウト）と診断（両側感音難聴），原因不明
・1歳2ヶ月から保健センターでの訓練開始，補聴器装用開始
・2歳近くになっても補聴器での反応は，耳から1m離れた所での団扇太鼓のみ
・2歳5ヶ月で人工内耳埋め込み手術（コクレア社N22）
・音入れ後，音に対して強い拒否反応を示し，その後1年間はレンジ幅が50～60dB
・聾学校幼稚部，小学部を経て中学部へ
・現在の平均聴力35～40dB
5.2　データ採取及び分析の方法
　先に述べたように4回目のレッスンから観察記録提出をお願いした。これまで多くの時間を一
緒に過ごしてきた母親の視点から，普段の様子や行動との相違点や共通点，英語という新しい言
語を学ぶプロセスでの新たな気づき，発見など自由に記述し，後日Eメールで提出してもらうよ
うお願いした。観察記録の記述に関しては，内容，書き方，量などについて特に制限を設けなかっ
た。Hさんの母親による観察記録は，2008年5月26日から2010年6月22日までの約2年間のグ
ループレッスン及び個別遠隔レッスン合計59回分に及んでいる。記録日の詳細は，図3のHさん
のレッスン等スケジュールを参照されたい。ただし，2008年11月24日及び2010年7月20日の記
録に関しては提出がなかった。また，2010年夏のホームステイ前後の記録に関しては，Hさんの
帰国後にこちらが提示した項目に答えてもらう形でのレポートをEメールで提出してもらった。
　次に分析の方法について述べる。まず始めに，データの中からキーワードと思われる箇所に印
を付けていった。次に，英語指導する上で，またHさんの発言や行動や気持ちを理解する上で重
要だと思われるキーセンテンスを抜きだした。そして，同じような種類のセンテンスをまとめて，
それぞれに見出しを付けた。そして，同様の手順で記録者である母親の変化が読み取れる部分を
抜き出した。その際，図4の分析ワークシートを活用した。筆者の分析シートでは，定義と理論
的メモの部分を取り除き，代わりに考察を加えた。
???????? ??????????? ???
図3　3年間のHさんのレッスン等スケジュール（「その他」は家庭訪問，ホー
ムステイに向けた打ち合わせ及び報告会）
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6 ．分析結果と考察
　分析結果と考察については，以下に分析シートA～Fとしてまとめた。分析シートにある具体
例はすべて，観察記録からそのまま必要な箇所を抽出した。ただし，文中の名前は，アルファ
ベットで置き換えて表記した。また，日本語の表現で若干不自然な箇所や記述されている文の意
味が分かりづらい部分が見られ，英語に関しては非文法的な表現が含まれているが，原文の通り
とした。
分析シートA
定義 手や体の動きと発話の密接な関係
具体例 ①　先生も驚かれたとおり，リズム感がまるでありません。日本語をリズムよく話せる
ようにと，手拍子にあわせて話す練習もしたことがありますが，リズムに合わせて
手拍子を打つというのが難しくて，そのことに神経が集中してしまい，ことばのリ
ズムどころではありませんでした。手をたたくよりも，先生のように体全体を動か
す方がいいかも！と思いました。（2008.5.26）
②　毎回，先生と一緒にアクセントに合わせて腕や体を激しく動かすのがとても楽しい
ようでノリノリのH。今回は，ほんの少し数の単語を覚えたので余計に楽しかった
のかな。M君はちょっと恥ずかしそうでしたが，それが普通ですよね。（2008.6.10）
③　リズムを合わせようとするが，力が入って声が大きくなるばかりで，余計にリズム
がくるってしまう。手の動きと言葉が合っていない。帰りの車の中で「かあかあ　
からすの……」と自分で練習していました。（2009.8.4）
図4　分析ワークシートの例13）
13）分析ワークシートは，木下康仁2003『グラウンデッド・セオリ ・ーアプローチの実践―質的研究への誘い』
弘文堂，188ページ，図2―9より引用
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④　A先生　録音（日本語）
「あ～」先生の後に続いてイントネーションを変え3回言う。
H　「あー，あー，あー」とても単調で3回ともほとんど同じ。
次に手の動きをつけて言ってみる。
「あ～」
勝手に言い始めるが，先ほどより変化をつけて言える。
「ま～」
手をつけ忘れて勝手に変化をつけて4回言う。先生に続いてもう一度手の動きをつけ
て言うと，大分先生の言い方に近づく。
「お～」「わ～」「あ～」
先生「手をつけると言いやすい？」
H　「頭の中で考えながら言っている。」
先生「手をつけると言いやすい？」
H　「どっちでも。」
もう一度，声だけと，手もつけるのと言ってみる。どう聞いても，手もつけた方
が先生に近いイントネーションになっているのだが，「どっちの方が言いやすかっ
た？」と聞かれると，「みんな同じ。」と答える。（2008.8.19）
⑤　「a black rod.」手の動きをつけて言うよう指示され，やってみるとそれらしく言えた。
（2008.8.19）
⑥　「a red rod.」の文字を指されて「あーあー」先生の発音を聞くと何となく思い出す感
じ。先生と同じように体を動かしながら言うといい感じ。（2008.8.20）
考察 ・①，②には，普段から一緒にいる母親ならではの立場からの観察が表記されており，
手や体を動かしながら発話レッスンへのポジティブなHさんの様子が確認できる。
・④，⑤，⑥にあるように手や体を動かすとリズムやイントネーションが教員のそれに
近づくと観察されたが，その一方で③のように意識しているが，動きと発話が合わな
いこともあり一定していない。
・④にあるように本人が手や体の動きによって変化した自分の発話をフィードバックす
　ることが難しいようで，上手に発話できた場合の感覚が掴めず習得が難しい。
・このように手や体の動きと発話には密接な関係があることが考察される。しかし，こ
のような傾向は健聴者にも見られる14）ことから，聴覚障害の有無が原因ではなく，外
国語であることが習得を難しくさせていると言えるだろう。この課題に対しては，手
や体の動きは発話に影響を与えることを視覚情報で示すことが有効であると考える。
14）浅野（2008）は，健聴の大学生への身体リズム運動を取り入れた英語指導においてその傾向について報告
している。
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分析シートB
定義 英語の歌，楽器に対するポジティブな反応
具体例 ①　今回は，先生がウッドベースを用意してくださっていて，興味津津。Hは昨年の学
習発表会の劇で『セロ弾きのゴーシュ』をやったので，似た形のベースを見て，「こ
れはチェロですか？」と質問。（2008.7.7）
②　近くでY先生が胡弓を奏でているが，片づけに夢中で誰も気づかない。やっと気づく。
H　「中国の楽器！」「どうしてかというと漢字がかいてある。」
　　先生が子どもたちに弾かせてくれようとしても，何故かみんなで譲り合ってなかな
か弾こうとしない。Hはボソッと「やりたいなぁ」と言っている。結局，じゃんけ
んで順番を決めることに。2番手になり弾く気マンマン。「竜巻の音」と言いながら
弾いている。（翌日，どんな音だった？と聞いてみたら「鳥の鳴き声」と言っていた。）
（2008.7.22）
③　♪「聖者の行進」「メリーさんの羊」
さっきは，自分だけ分からないことが多くて元気がなくなったか？と思ったら，歌
になったら急に元気よく歌い始める。（2008.8.19）
④　歌を歌うのがとっても楽しそうです。歌詞もメロディーも全く知らないのにどうし
てあんなに大きな声で歌える（？）のか本当に不思議です。先生の口形をまねて歌っ
ているのでしょうか。（2008.8.22）
⑤　Hはウクレレの値段に興味津津。（2009.6.20）
⑥　Y先生が珍しい楽器を用意してくださいました。……3人で交代しながら好きに鳴ら
す。Hは素材が気になるようで，「動物の皮？」「何から出来た？　犬？　象？」と
質問する。（2009.8.4）
⑦　（What’s this?）
　　「中国！　三線。」←胡弓でした。
　　「ヘビ。（ヘビの皮）」（Kokyu in Japanese.）
　　先生の演奏をじっと聴いている。「これって簡単？」左は動かさないのか？という身
振りをする。「これって馬？」弓を指す。（Yes. Hourse.）（2009.8.5）
⑧　楽器の演奏　胡弓・チェロ・モンゴルの楽器　放っておくと，いつまでも弾いてい
る。（2009.8.6）
考察 ・母親からは，家庭では，普段音楽を聴いたり，楽器を触ったりしていないという話を
聞いていたが，敢えてそのような機会を設けてみた。
・すると，③，④にあるように比較的楽しそうな様子が見られた。また，楽器にも興味
があるようで，特に素材や値段に興味があることが⑤，⑥，⑦から分かる。
・歌の時は，ギター伴奏が入るためリズムやメロディーがはっきり分からなくても，な
　んだか楽しいという雰囲気が伝わるのかもしれない。母親の方はHさんの反応を不思
議に感じる様子が，④から伺えるが，このようなポジティブな反応は予想していなかっ
たとことが推察される。
・英語の歌，楽器に対するポジティブな反応が見られたことは，本レッスンの特徴でも
あり，一つの成果である。
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分析シートC
定義 コンピューターリテラシーの上達
具体例 ①　B先生にメールの使い方を教えていただきました。Hは，パソコンのメール機能を使
うのは初めてです。キー位置はもちろんのこと，ローマ字もうろ覚えですし，それ
どころか小文字と大文字も一致しないくらいなので，IDとパスワードを打ち込むに
も一苦労でした。これをきっかけに覚えられるといいのですが……。（2008.12.2）
②　Hへのメールもありがとうございました。タイピングがうまくできないので返事を
打つのを面倒くさがるかなと思ったら，自分宛てにメールが来たのが嬉しいらしく，
すぐに返事を打っていました。なかなか覚えられなかったローマ字を冬休み中に復
習した甲斐もあってか，スピードはとてつもなく遅いですが，想像していたよりス
ムーズにローマ字変換ができました。文章についてですが，原文は以下の通りです。
（2009.1.26）
③　ところで，Cちゃんへのメールですが，春休み中になんとか 1回送ったところ，す
ぐに返事が来てそれを読解するのに四苦八苦して，それきりになっていました。2
回目はゴールデンウィーク中の課題にしていて，昨日ようやく送ったところです。
なるべく学校で習った英語を使わせようとしてはいるのですが，それだけでは，な
かなか文が成り立ちません。また，こんな短くて簡単な文も英語にするとなると，
親子で辞書に首っ引きになってしまうとは……情けないですが本当に疲れます。英
語って難しいですね～ (＠ _＠ ;)Hは，苦手な文字入力作業も以前より負担ではなく
なってきたのか，いつのまにか勝手にカラフルな文字で打つようになっていました。
（2010.4.20）
④　英語は苦手でなかなか勉強したがりませんが，Cちゃんへのメールを促すと不思議と
嫌がらず途中で投げ出しませんでした（たまのことだからかもしれませんが）。スペ
ルの間違いはありますが，入力速度も以前より少しは速くなったと思います。（2010.9
ホームステイ後のアンケートより）
考察 ・①に示したように最初は，キーボードにも不慣れで，文字入力すら大変だったが，②
からも分かるように，相手がいることによってやる気が出て，③のようにそこに自分
なりの楽しさを見つけていった。そして，④にあるように，Eメールすることが特別大
変なことではなくなっていったようだ。
・英語を習得することは，健常者であっても難しいことは言うまでもない。しかしなが
ら，目的や楽しみがあることで英語をコミュニケーションのツールとして活用し始め
ている様子が伺える。自分なりの楽しみ（カラフル文字）を見いだすことで，自然と
コンピューターリテラシーが上達している様子が伺える。
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分析シートD
定義 新奇性の効果
具体例 ①　今日で4回目になりますが，毎回とても楽しみにしている様子です。日頃，外国人と
の接触が全くといってよいほどありませんので，前回，J先生と一緒に勉強したこと
は，とてもエキサイティングな出来事だったようです。学校の先生にも，早速「ア
メリカ人の先生に教えてもらった！」と報告していました。（地図まで見せてカナダ
だって教えたのに……。）（2008.5.26）
②　久しぶりのD先生のレッスンでした。目新しさもあってか，子どもたちは英語の対
話カードに興味津津。カードには場面がわかりやすい絵がついているので，英語が
わからなくても意味の察しがつくので受け答えができ楽しいと思います。（2008.11.4）
③　Hはレッスン中もぬいぐるみを登場させたりして相変わらずふざけていましたが，
チャットを使った選択問題は初めてで物珍しさもあってか真剣に集中して聴き取っ
ていました。いつもは口で言われた問題を聴きとるだけでも一苦労で，言う側も聴
く側もいやになりそうなのですが，文字を頼りにできるとこんなにもスムーズなの
か，とあらためて感じました。（2008.12.23）
④　久しぶりの3人そろってのレッスンで，とても楽しかったようです。みんなで一緒に
体を動かしたり，カード取りなど，個人レッスンではできないこともお互いを意識
しながら楽しくできてよかったです。（2009.1.26）
⑤　次回の大学でのレッスン時にオーストラリアのお友達とお話するかもしれないとい
うことを聞き，（どうしよー。）という困った表情になりました。「緊張しています。」
と言いつつも，「オーストラリアの友達は何歳ですか？」と質問していたので，不安
でもあり楽しみでもあるということでしょうか。（2009.9.30）
⑥　先日の大学でのレッスンは，実際にオーストラリアの友達とスカイプでお話しする
ことができ，とても刺激的だったようです。（2009.10.14）
⑦　お目当てのカードを探すのに手こずっていましたが，フラッシュカードを使ったレッ
スンは，楽しそうでした。（2010.3.2）
考察 ・②，⑦の新しい教材の導入，③，④の新しい教え方，①の新しい先生，②の久しぶり
の出来事などに対して楽しんでいたり，やる気をだしていたり，刺激をうけている様
子がうかがえる。
・それらの反応の中には，⑤，⑥にあるように不安を感じながらも，好奇心が勝って行
くような体験をしていることも考察される。ある種の困難を越えていくところに，潜
在的な能力が発揮されていくということも十分に推察されるといえる。
・これらの具体例からは，新奇性を提示しながら，Hさんの好奇心と関心，そして潜在
的な能力を育んで行くレッスンアプローチの有用性が伺える。しかし，新奇性は，い
つまでも効用があるものではないため，その次の段階をどうしていくのか，また，既
存のツールであれ，使い方を変えるなどの工夫が必要となる。それらの工夫を重ねて
いくためには，Hさんの反応を，様々な角度からさらに分析して行く必要がある。そ
うした中から，これらの新奇性を軸にして，Hさんの側から，より主体的で創造的な
提案が導かれることが，理想である。それらは，今後の課題となっている。
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分析シートE
概念 ホームステイ前後での変化
具体例 ①　オーストラリア行きが決定した時は，本人はあまり積極的ではありませんでしたが，
先生方の盛り上げもあってか，近づくにつれ気持ちが向いてきたようでした。2，3
日前になると，日に何度も「オーストラリアへ行くのが楽しみ～！」と言っていま
した。本人は観光旅行に行くような気分でおり，目的が分かっていない不安感は親
の方にありました。
②　英語がほとんどわからないことに対して，不安な様子は全く感じられませんでした。
先生やお友達と一緒なので安心しきっていたのか，日本にいても（日本語が通じず）
同じ状態にあるので慣れっこなのか，それとも身振りだけで何とかなると思ってい
たのか……。
③　オーストラリア行きに向けて英語の勉強に力を入れようとする姿も最後まで見られ
ませんでした。夏休みの宿題で，今まで習った英単語全てを何度も読み書きして覚
えるというものがあったので，出発前にそれだけでもやっておくように言ったので
すが，それすら終わりませんでした。英語でのあいさつ，自己紹介くらいは練習し
ていくつもりでいたのですが，出発当日朝まで宿題や締め切りの迫った通信教育の
提出物，荷造り等に追われていたため余裕がありませんでした。前日に，Cちゃん宛
てにメールだけは打たせました。すぐに返信メールがいただけ，Cちゃんに会うのが
楽しみになったようでした。
④　空港での自由時間の間には，TちゃんとTちゃんのお母さんから，機内食や飲み物の
注文の仕方を教えてもらっていました。搭乗時には，もう気分はオーストラリア！
という感じで，親の見送りにも一度も振り返ることなくゲートの向こうに姿を消し
てしまいました。
⑤　スカイプの画像のうつりが，いつものレッスン時より良く，とてもはっきりしてい
ました。こちら側が英語で話しかければ違ったのかもしれませんが，両親とも英語
が話せずHもそれを分かっているので，思い切り日本語での会話になってしまいま
した。何の不安もなさそうで安心しましたが，ホームシックのかけらもないのか，
とも思いました。今までは何度教えても「See you」を「セーユー」と言っていたのが，
きちんと「シーユー」と言えたのにはびっくりしました。スカイプの前日の電話で
は日本語の話し方にも気を付けており（電話ではいつもですが），こちらもはっきり
と聞きとることができました。先生方と話すときにも発音や話し方に気をつけてい
たのでしょうか。
⑥　今までは，面倒がって自分から辞書を引こうとすることはありませんでした。帰国後，
英語の宿題中に私に言われなくても自分から辞書を開いていたことにびっくりしま
した。
⑦　帰国当日，和食が食べたいというので外食したところ，お店の人に「Water please.」
と言っているのでびっくり。水を持ってきてもらうと今度は「Thank you.」と。「ク
セになってまった。」だそうです。
⑧　2，3日経って，家で突然，「How are you? 」と言ってきたので，聞き返したら，待っ
てましたといわんばかりに「I’m tired.」と即答。どうやら昼寝をしたかったようです。
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⑨　オーストラリアで覚えてきた英語は何かあるかときくと，「Return to city please.」と
言いました。帰国後一週間も経っていたのに，これを覚えていたのには驚きました。
（この時初めて，遊園地行きに電車を利用したことが判明しました。）
⑩　See you.（セーユー　→　シーユー）
Once more please.（ワンスモアプレーズ　→　ワンスモアプリーズ）
今までずっと直らなかったものが，間違えずに言えるようになりました。
⑪　以前のように，英語に拒否反応を示さなくなったのは確かだと思います。学校でも
担任が英語の先生ということで，2学期には文化祭で英語劇（桃太郎）をやるようで，
また留学生の訪問も予定されていますが，それらも積極的に楽しみにしているよう
です。しかし，今回の作文を書かせたら，動物のことしか書いていなくてガックリ
きました。少しは英語に関することも書くようにと書き直させましたが，それもあ
まり変わりませんでした。
⑫　お金の感覚が結構わかっているのにも驚きました。1オーストラリアドル＝80円で
暗算をしたのでしょうか？　それとも，いちいち先生に尋ねたのでしょうか？
⑬　「オーストラリア」という言葉に敏感に反応するようになりました。テレビでチラッ
とでもやっていると興味深く見て（オーストリアと間違えることもありますが），オ
ペラハウスが映ったりすると「知ってる！　知ってる！」と自慢げです。
⑭　12月にCちゃんが日本に来てくれる，と楽しみにしています。「ウチは狭いから泊ま
れないでしょう？」とか，「バレーの試合を見に来るって！」と言っていますが……
（以上すべてホームステイ後の2010年9月4日の記録より）
考察 ・①～⑤までがホームステイ出発前の様子，⑥～⑭までが帰国後の様子の記録である。
・①にあるように，ホームステイに行くHさんより母親の方が色々なことを心配して，
あれこれやらせなければと焦っていた様子が伺える。その一方で，当の本人はいたっ
て自然体であったようだ。ホームステイ中もいい意味で淡々と物事を受け入れて，そ
の場に馴染んでいたように筆者の目には映っていた。
・帰国後の観察記録からは，一見すると大きな変化と思われるエピソードが報告されて
いるが，⑫，⑬などは英語を話すしかない環境を経験した当人にとっては，自然な言
動ではないだろうか。海外に行き，様々な新しい経験をしたことが大きな刺激になっ
ていることは確かだと思うが，初めてだったためにこれまでとは違う変化という印象
を受けるが，特に⑦，⑧，⑨，⑩は必要に迫られて英語を話したことで自然に身に付
いたものだとも推測できる。
・2008年 4月当初は，英語を勉強する目標としてのホームステイ計画は，Hさんの母親
にとって非現実的な未来であった。しかし，その2年半後にはそれは実際の体験となっ
た。そうした娘の体験を受け止めた母親の内的世界には大きな変化があったと推察さ
れる。
・母親の期待は，ホームステイ前後で急速に高まっている。人工内耳装用児であるHさ
んも実際の体験から大きな影響を受けたこと，そして具体例のような変化が見られた
ことは，研究プロジェクトとしては一つの成果であると言える。
・しかし今後は，劇的な変化を期待しすぎず，ホームステイ体験からHさんが得たこと
や学んだことを大切にし，Hさんの気持ちに寄り添い支援方法を模索し続けて行くこ
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分析シートF
定義 母親の思い込み，先入観
具体例 ①　今年は考えてもみなかった，英語レッスンの機会を与えていただきありがとうござ
いました。親子共々良い経験になりました。なかなか思惑通りにいかない娘でご迷
惑をおかけしておりますが，これに懲りずに，また来年もよろしくお願いいたします。
（2008.12.23）
②　そういえば，先週，「i podはどこ？」と探していました。今まで自分から聴こうとし
たことなかったので驚きながら，先生に預けてあると話したら残念がっていました。
（2009.1.26）
③　英語カード　一通り読んだあと，かるた取りをする。1回お手付きするたびにマイナ
ス1。学校で頻繁に百人一首の対決をしていることもあってか，かるた取りは真剣勝
負！　大盛り上がりでした。Hはお手付き2回のため，6―2＝4「six minus two equal 
four.」スカイプレッスンで少しやっただけなのに，自分から英語で言い始めたので
驚きました。（2009.6.20）
④　何度か繰り返すうちに楽器も鳴らした順番も当たるようになってきた。耳が慣れて
くるのか，意外と聞き分けが出来るものだなぁ，と思いました。（2009.8.4）
⑤　相変わらずレッスン中，ときどき自分の世界から脱出できず，先生には迷惑をおか
けしていますが，ヘッドフォンを通しての音は，私が思っていた以上に聞こえてい
るようです。一生懸命に聞こうとする姿勢がでてきたせいでしょうか。C先生にも自
分から積極的に話しかけていますが，平気で日本語を使っています。せめて習った
英文や単語だけでも英語で，という気はないのでしょうか。時間的にも精神的にも
かなり負担だった公文（数学）を12月でやめたからなのか，気分的にもゆとりができ，
以前よりもレッスン日を楽しみにしているようです。（2010.1.12）
⑥　6月22日（火）のスカイプレッスンの記録です。いつもは途中で眠たくなったりと
ダラダラなのですが，この日からテスト週間のため部活がなかったせいか，最後ま
で元気いっぱいでレッスンを受けることができました。聴きとりもすこぶる良く，
C先生もビックリされたと思います。私も，体調や気分によってここまで違うという
ことを再確認しました。（2010.6.22）
考察 ・Hさん親子は，Mさんの母親から誘われて本プロジェクトに参加することになった経
緯があり，元々小学校6年生から英語を始めようという予定ではなかったことが①から
推測できる。
・iPod touchを活用できていないというレポートが1年目の夏頃にあったが，しばらくし
て②のように突然気になりだしたことが，母親にとってこれまでとは違って意外であっ
たようだ。
・また，日本語での足し算が苦手だから英語では出来ないだろう，音や楽器の聞き分け
は難しいだろうという母親の先入観があったことが③，④から推測される。しかし，
⑤にあるように2年が経過する頃には，母親自身が先入観にとらわれていることを認め
つつ，Hさんの様子を肯定的に捉えて冷静な観察をしていることが伺える。
　とが母親や筆者らにとっても重要な課題となるのではないだろうか。
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7 ．結論と今後の課題
　分析結果と考察から以下の3点が結論として挙げられる。
①　実体験が与える影響と可能性
②　家庭，教育機関の連携及び支援体制
③　質的研究の重要性
　結論①については，ホームステイの後，Hさんの英語学習意欲が大きく向上したが，Cさんと
のEメール交換 15）が活発にならなかった。しかし，母親の観察記録には，分析シートEにある
ように，これまででは考えられなかったようなHさんの変化が示されていた。母親からの報告が
なければ気がつかないような小さな変化ではあるが，今後，期待が広がる変化と評価できる。ま
た，ホームステイの10日間をともに過ごした筆者には，一時的にではあるが，現実的な体験と
深く結びついた学びによって言葉が身体化される可能性を示すような出来事も観察された。本人
にとっては，無意識の習慣としての“Water, please!”“Thank you.”であったかもしれないが，
帰国後に同じ状況で自然とそうした言葉が口をつくというのは，まさに「ことば」が自分のもの
として身体化する片鱗と言える。これまで実践してきた，例えば，英語ネイティブ教員とのレッ
スンや，パソコンでSkypeを使ったレッスン及びCさんとの交流などの実体験を伴う出来事の地
道な積み重ねが，このような身体化を支えていると推測する。
　次に②については，とても限られた範囲の小さなユニットではあるが，今回のプロジェクトを
通して家庭と教育機関の連携の1つの形を作ることができたと感じている。人工内耳装用児，母
親，筆者の全員がお互いに関わり合いを持ち，協力していく中で多くの発見や学びがあったと言
えるだろう。今後の課題としては，今回の連携モデルを参考にし，家庭と教育機関の密な連携を
強化すると共に，人工内耳装用児らが通う学校や言語訓練施設など関係機関とも連携し，より良
い支援体制を築いていくことが必要である。そして，人工内耳装用児たちにとって元来持つ能力
を発揮できるような，そして将来の可能性を広げることができるような快適な教育環境の構築を
目指したい。
　最後の③については，Hさんに起こった小さな変化やHさんにとっての実質的な成長を推し量
る上で，母親の観察記録が，筆者にとって非常に有効であった。フィールドワークなどの質的な
15）　HさんからCさんへのEメールは，2010年3月に始まり，2010年8月4日のホームステイ出発前日までに
4回，帰国後から2011年1月10日までに5回送られている。
・これらの具体例からは，Hさんの変化が，母親にも大きく影響していると言えるだろ
う。Hさんの反応や言動は，これまで一番近くでHさんを見てきたことによる思い込
みや先入観を覆す出来事であり，母親も娘からの影響を受け，変化し，そのような思
い込みや先入観から徐々に母親が自分自身を解放していっている様子が伺える。
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研究を中心的に展開する柴山（1999）は，こうした研究は「集合的な統計データでは抜け落ちて
しまう側面を照らし出す可能性をもっている。」と述べているが，本研究もそうした質的研究の
1つとして，そのような側面を照らし出すことができた事例と言えるだろう。
　今後の課題としては，質的な研究で明らかになったHさんの変化や成長を定量的な分析とも見
比べていくことが挙げられる。
8 ．おわりに
　本稿では，人工内耳装用児への英語指導実践の試みとその可能性についての事例を報告した。
その際，非常に重要な役割を果たしたのは，これまで多くの時間を共に過ごしてきた母親の観察
記録であった。母親による娘と娘の英語学習に対する洞察は，筆者のみならず本プロジェクト推
進に非常に多くの発見と気づきをもたしたと言える。そして，同時に娘の変化や成長に影響を受
け，自らも大きく変化，成長してく母親の姿がそこには見られた。筆者はその過程を振り返り，
まとめるという作業を通して固有の観察記録が持つ潜在的な可能性に強く惹かれた。
　筆者が，人工内耳装用児たちと関わり始めて4年が過ぎた。その間にも人工内耳装用児を取り
巻く状況は刻々と変化し，様々な問題も指摘されている。（坂本，2009；水田ら，2009）特に手
術後の言語訓練に関しては，まだ多くの課題が残されている。小さな範囲ではあるが本研究プロ
ジェクトが，そのような問題を解決する一助になれば幸いである。
　Hさんとの関わりをきっかけとして同様の境遇にある人工内耳装用児，人工内耳装用児に関わ
る方々に少しでも貢献できるよう今後も引き続き取り組みを行っていきたい。
　本研究は文科省科学研究費（挑戦的萌芽研究）の助成を得て遂行された研究成果の一部で
ある。本稿の一部は，2009年12月にシンガポールで行われたCochlear Implants and Related 
Sciences―7th Asia Pacific Conferenceで“Insights in teaching English as a second language habilitation 
strategy for cochlear implantees”と題してポスター発表された内容の一部である。
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